
  

 

様式第３号（第１３条関係） 

 

会議録 

会議の名称 
令和６年度第１回朝霞市立朝霞第七小学校 

学校運営協議会 

開催日時 
令和６年４月１８日（木）   

午後１時３０分から午後３時５分まで 

開催場所 朝霞市立朝霞第七小学校 １階 第２図工室 

出席者及び欠席者 

の職・氏名 

学校運営協議会委員６名 

事務局 １名（朝霞第七小学校教頭） 

議題 

１．学校経営方針について 

２．意見交換・熟議 

３．令和６年度学校行事計画について 

４．今後の学校運営協議会の開催日程 

会議資料 

・会議次第 

・学校経営方針について 

・学校だより４月 

・令和６年度年間行事計画 

会議録の作成方針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 ☑要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法：委員長による確認 

 

傍聴者の数 
傍聴者  ０人 

その他の必要事項 

 

 

 



  

 

 

  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１．学校経営方針について【会議資料参照】 

・あいさつ  

・本校概要、今年度の職員、子どもたちの様子について 

・学校経営方針の基本的な考え方ついて 

・学校運営の課題と対応について 

 

２．意見交換・熟議 

（委員） 

 ・地域連携について３月に市内他校の取り組みについて研修があった。地域と協力

してできるとよい。 

（校長） 

 ・学校としては、協力してくれる人材を必要としている。人脈を生かして人材発掘

をすることはできないか。過去で朝霞第二中学校での取り組みを行った経験が

ある。そもそも学習に向かうことや教室にいくことに課題を抱えている児童も

いる。そういった子を見守ることも必要。イメージとしては、中学校のさわやか

相談室。 

（委員） 

 ・そういったことは人材がいればできるのか。 

（校長） 

 ・例えば学生ボランティアやインターンシップ、他には特色ある学校づくりで取り

組むことができると考えている。 

（委員） 

 ・状況次第ではぜひ協力したい。 

（副委員長） 

 ・人材についてはミスマッチに注意することが大切。「何をしてほしい。」「何がで

きる人」がほしいのか明確にする必要がある。また、紹介はできても、責任はと

れないという課題もある。 

（委員） 

 ・地域への働きかけについてはどう考えるか。 

（副委員長） 

 ・地域では、学校に協力することについて、温度差があると考えている。保護者が

できることは、保護者がしないで地域が行うことに抵抗がある。子供に経験や体

験をさせるために、保護者の協力を得る必要がある。例えば、そういった文書を

学校と PTA の連名で出すなど。 

（校長） 

 ・学校としては、そこを天秤にかけた手紙は出しづらい。しかし、協力が得られる

なら青写真を描くことができる。 

（副委員長） 

 ・保護者の意識を変えないといけない。学校に預けたら後は学校任せでは、いつま

でも状況は変化しない。 

（委員） 

 ・保護者にもいったん関わってほしい。保護者への知らせ方を工夫することも大切

かもしれない。 



  

 

 

（副委員長） 

 ・地域が学校に協力したがる取組はどうか。例えば避難所としての取り組み、後は

朝霞第二中学校の鳴子にあたるものなど。 

（委員） 

 ・保護者は校長の考えでこういった取り組みができることを知らない。そういった

ことを発信するところから始めるのはどうか。 

（委員長） 

 ・今回、校長からの提案により、具体的に話をすることができた。人材については、

教員に働きかけてもよいのではないか。 

（副委員長） 

 ・朝霞第二中学校の性教育は養護教諭が指導者を探している。 

（校長） 

 ・人材を入れるときには、「やってもらってよかった。」「やってよかった。」という

ような取り組みにしていきたい。 

 

３．令和６年度学校行事計画について【会議資料参照】 

 

４．今後の学校運営協議会の開催日程について【会議資料参照】 

 

 


